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東の星空
月はじめは・ 2重時ころ

近日前後は創時創分ころ.

柳日劇後は19時」的分ころ

葦まつ時 事9時ころ

今、東の空で目だっのはヘルクレス

座やこと座・へびつかい座などです。

ヘルクレス座には、特別に明るい星

がありませんが、整った形をしていて

頭を右下にし、両手と両足を広げた英

雄へルクレスの姿は、よういに分
かります。

を蒜蒜予言誓驚薗詑
たくさんの星が集まって丸く見える

謹撰竃、苗諭13があることです。

また、夜、11時ころにはやぎ座に0.5

等の土星、0時ころにはみずがめ座
に-2.5等の木星が昇ってきます。

西の星空

春いらい揃の空で、ずっと輝いて
かがや

いたしし座が西の低い空にまだ残っ

ていますが、あまり冴えなくなりまし

た。しかし、 1等星レグルスはまだか

なり目だちます。

また、先月も西空にいた1忠等く

らいの火星がふたご座から出て今月

かに座を横切ります。なお、月初め、

おうし座にいた-3.9等のたいへん

明るい金星がふたご座を横切り、月

末にはかに座に入って火星に近づき

ます。
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